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概  要 
 
 
 

 

既存建物をリノベーションして結婚式場とした建物において，地下1階の親族控室とトイレに設置した汚水ポンプ

ユニット（以下，ポンプ）からの騒音が問題となったため，親族控室とトイレブースにおける音圧と壁面や配管など

の振動加速度を計測して遮音上の問題点を確認した．調査の結果，ポンプからの発生音が大きいにもかかわらず，壁

面などの遮音性能が不足しており，かつポンプや配管の防振対策も不十分であることがわかった．そこで，ポンプ放

射音の低減，壁やSDの遮音性能向上，振動絶縁をターゲットとした対策を実施して騒音の低減を図った． 
 
 
成  果 

 
 
 

 

 親族控室の騒音レベルは46dB程度（対策前60dB）となり，室用途に対して問題ないレベルとなった． 
 男子トイレの騒音レベルは 61dB（対策前 70dB），女子トイレは 65dB（対策前 75dB）となり，使用に問題ないレ

ベルとなった． 
 

 
 
 

 

  

 

図－１ 対策前後の状況（親族控室） 
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図－２ 対策前後での音圧レベルの比較（親族控室） 
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